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日の県内 地点の環境放射線量測定値

※測定場所は県北保健福祉事務所、二本松市役所、郡山合
同庁舎、県南合同庁舎、会津若松合同庁舎、南会津合同
庁舎、南相馬合同庁舎、いわき合同庁舎、田村市役所、
飯舘村役場、川俣町山木屋駐在所。川俣町役場と小国ふ
れあいセンターは午前と午後に２回計測。平常値の「―」
は定点観測していないため出ない。

測定
時刻

平常
値 004 ― 004～

006
004～
005

004～
005

002～
004005

005～
006 ― ― ―

1：00

4：00

7：00

10：00

13：00

16：00

19：00

福島市二本松市 郡山市白河市会 津
若松市

南会津
町

南相馬
市

いわき
市 平

田村市
船引町飯舘村

川俣町
山木屋
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莩

莢莢莢莢莢莢
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川俣町役場

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩
伊達市小国
ふれあいセ
ンター

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

（単位は㍃ ／時間）

9：08 11：04

14：48 13：02

080 069 067 035 010 007 039 018 － 077 083

079 067 064 032 011 007 038 019 － 081 081

074 067 064 034 011 007 038 019 － 079 080

077 066 064 031 011 007 038 018 013 077 081

079 068 067 031 011 008 037 017 013 074 082

079 067 063 032 011 007 037 016 013 079 084

080 － 061 033 012 007 036 017 013 － －

057

057

123

124

◆

日
の
県
内
各
地
の
環
境

放
射
線
量
測
定
結
果
（
複
数
回

計
測
し
た
地
点
は
最
も
高
い

値
）◇

県
調
査
▽
県
北
‖
福
島
市
役
所

（
１
・

）
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
（
０
・

）
福
島
西
Ｉ
Ｃ
（
０

・

）
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
紅
葉
山
公
園
（
０
・

）

二
本
松
市
東
和
支
所
（
０
・

）
同
田

沢
集
会
場
（
０
・

）
伊
達
市
下
小
国

中
央
集
会
場
（
０
・

）
同
霊
山
パ
ー

キ
ン
グ
（
１
・

）
同
月
舘
相
葭
公
民

館（
１
・

）本
宮
市
役
所
（
０
・

）

同
白
沢
総
合
支
所
（
０
・

）
同
旧
白

沢
総
合
支
所
（
０
・

）
福
島
北
署
桑

折
分
庁
舎（
０
・

）国
見
町
役
場
（
０

・

）
大
玉
村
役
場
（
０
・

）

▽
県
中
‖
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
０
・

）
田
母
神
小
（
０
・

）

郡
山
市
逢
瀬
行
政
セ
ン
タ
ー（
０
・

）

須
賀
川
市
役
所
長
沼
支
所
（
０
・

）

同
岩
瀬
支
所
（
０
・

）
三
春
町
役
場

（
０
・

）
小
野
町
役
場
（
０
・

）

鏡
石
町
役
場
（
０
・

）
天
栄
村
役
場

（
０
・

）
石
川
町
役
場
（
０
・

）

玉
川
村
役
場（
０
・

）福
島
空
港
（
０

・

）
浅
川
町
役
場
（
０
・

）
平
田

村
役
場
（
０
・

）
古
殿
町
役
場
（
０

・

）

▽
県
南
‖
白
河
市
表
郷
庁
舎
（
０
・

）
同
大
信
庁
舎
（
０
・

）
同
東
庁

舎（
０
・

）矢
吹
町
役
場
（
０
・

）

西
郷
村
役
場
（
０
・

）
泉
崎
村
役
場

（
０
・

）
中
島
村
役
場
（
０
・

）

棚
倉
町
役
場（
０
・

）塙
町
役
場
（
０

・

）
矢
祭
町
役
場
（
０
・

）

川

村
役
場
（
０
・

）

▽
会
津
‖
喜
多
方
市
役
所（
０
・

）

北
塩
原
村
役
場
（
０
・

）
西
会
津
・

野
沢
小
（
０
・

）
磐
梯
町
役
場
（
０

・

）
猪
苗
代
町
役
場
（
０
・

）
会

津
坂
下
町
役
場
（
０
・

）
湯
川
村
公

民
館
（
０
・

）
柳
津
町
役
場
（
０
・

）
三
島
町
役
場
（
０
・

）
金
山
町

役
場
（
０
・

）
昭
和
村
役
場
（
０
・

）
会
津
美
里
町
役
場
高
田
支
所
（
０

・

）
▽
南
会
津
‖
南
会
津
町
役
場
南
郷
総

合
支
所
（
０
・

）
同
伊
南
総
合
支
所

（
０
・

）
同
舘
岩
総
合
支
所
（
０
・

）
下
郷
町
役
場
（
０
・

）
只
見
町

役
場
（
０
・

）
檜
枝
岐
村
役
場
（
０

・

）
▽
相
双
‖
相
馬
市
役
所
（
０
・

）

同
玉
野
出
張
所
（
０
・

）
相
馬
市
山

上
公
民
館
（
０
・

）
相
馬
港
２
号
埠

頭
（
ふ
と
う
）
（
０
・

）
南
相
馬
市

鹿
島
区
役
所
（
０
・

）
同
鹿
島
区
橲

原
公
民
館（
１
・

）同
横
川
ダ
ム
（
１

・

）
新
地
町
役
場
（
０
・

）
浪
江

町
津
島
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
２
・

）

飯
舘
村
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
５
・

）

▽
い
わ
き
‖
い
わ
き
市
三
和
支
所

（
０
・

）
同
小
川
支
所
（
０
・

）

同
勿
来
支
所
（
０
・

）
同
田
人
支
所

（
０
・

）同
小
名
浜
支
所
（
０
・

）

小
名
浜
藤
原
埠
頭
（
０
・

）
い
わ
き

市
四
倉
支
所
（
０
・

）
Ｊ
Ｒ
久
ノ
浜

駅
（
０
・

）
い
わ
き
市
末
続
集
会
所

（
０
・

）同
中
央
台
南
小
（
０
・

）

同
川
前
支
所
（
０
・

）

▽
福
島
第
一
原
発
周
辺
地
域
‖
広
野

町
・
二
ツ
沼
総
合
公
園
（
０
・

）
楢

葉
町
・
旧
楢
葉
消
防
分
署
（
０
・

）

同
・
繁
岡
地
区
集
会
所
（
１
・

）
同

・
中
平
集
会
所
そ
ば
（
１
・

）
富
岡

町
・
滝
の
沢
（
１
・

）
同
・
Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

同
・
旧
富
岡
町
役
場
（
４
・

）
同
・

リ
フ
レ
富
岡
駐
車
場
（
５
・

）
大
熊

町
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
５
・

）
双

葉
町
・
山
田
多
目
的
集
会
場
付
近
（

・

）
同
・
双
葉
体
育
館
（
６
・

）

同
・
郡
山
公
民
館
（
１
・

）
浪
江
町

・
中
央
公
園
（
１
・

）
同
・
幾
世
橋

小
（
０
・

）

◇
文
部
科
学
省
調
査
‖
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
（
０
・

）
伊
達
市
役
所
保

原
本
庁
舎
（
０
・

）
石
神
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
須
賀
川
市
役
所

（
０
・

）白
河
市
総
合
運
動
公
園
（
０

・

）
会
津
若
松
市
役
所
（
０
・

）

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
（
０
・

）
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
（
０
・

）

郡
山
市
役
所
（
０
・

）
広
野
町
役
場

（
０
・

）
川
内
村
役
場
（
０
・

）

葛
尾
村
柏
原
地
区
（
３
・

）
田
村
市

常
葉
行
政
局
（
０
・

）
い
わ
き
の
里

鬼
ケ
城
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
０
・

）

い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）養
護
老
人
ホ
ー
ム「
東
風
荘
」
（
４

・

）
石
熊
公
民
館
（

・

）
浪
江

ひ
ま
わ
り
荘
（
３
・

）
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変
更
の
場
合
あ
り

【
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関
す

る
相
談
・
説
明
】

▼
県
‖
原
子
力
損
害
賠
償
制

度
の
概
要
、
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
指
針
、
賠
償
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。
土
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
午
前
８
時
半
〜
午
後
９

時
。
毎
週
水
、
金
曜
午
後
１
〜

５
時
は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
も
行
う
。
☎
０
２
４
（
５
２

３
）
１
５
０
１

【
放
射
線
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

▼
政
府
原
子
力
災
害
現
地
対

策
本
部
‖
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
９
８
８
３
５
９

（
午
前
８
時
〜
午
後

時
）

▼
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
放
射
線
に
関
す
る
健
康
相
談
）

‖
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
１
２
０
）
７
５
５
１
９

９
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

▼
被
ば
く
医
療
健
康
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
放
射
線
に
関
す

る
一
般
健
康
相
談
）
‖
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
☎
０
４
３

（
２
９
０
）
４
０
０
３
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
緊
急
被
ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
実
施
施
設
‖
平
日
午
前

時
〜
午
後
５
時
▽
福
島
‖
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
▽
郡
山
‖
市

保
健
所
▽
須
賀
川
‖
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
▽
白
河
‖
県
南
保

健
福
祉
事
務
所
▽
会
津
若
松
‖

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
▽
南
会

津
‖
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▽
い
わ
き
‖
市
保
健
所
▽
南
相

馬
‖
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
相
双
の
み
土
、
日
曜
、
祝
日

も
可
能
）

▼
生
活
相
談
窓
口
「
ふ
み
だ

す
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財

団
に
よ
る
「
ふ
み
だ
す
ふ
く
し

ま
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ

ン
タ
ー
が
県
内
や
避
難
先
で
の

生
活
相
談
、
法
律
相
談
、
一
時

転
居
や
子
ど
も
向
け
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
を
無
料
で
実
施

す
る
。
▽
生
活
相
談
‖
福
島
市

太
田
町

の
８
、
ア
ー
バ
ン
横

山
Ⅰ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

午
前

時
〜
午
後
６
時
（
水
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
受
け

付
け
る
。
直
接
来
所
の
場
合
は

予
約
が
必
要
。
☎
０
２
４
（
５

７
３
）
２
７
３
１
、
フ
ァ
ク
ス

０
２
４（
５
７
３
）２
７
３
３
、

メ

ー

ル

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｆ
ｉ
ｓ
ｆ

ｒ
ｅ
ｎ
ｐ
ｕ
ｋ
ｕ
ｃ
ｏ
ｍ

▽
弁

護
士
に
よ
る
個
別
法
律
相
談
‖

毎
月
第
２
、
第
４
火
曜
日
（
た

だ
し
２
月

日
は
休
み
）
午
後

に
同
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
予
約

が
必
要
▽
原
子
力
損
害
賠
償
請

求
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
‖

日

午
後
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

３
月
９
日
午
後
１
時
半
か
ら
郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
で
開
く
。

予
約
が
必
要
。

▼
法
律
や
税
務
に
関
す
る
無

料
相
談
会

東
京
弁
護
士
会
、

第
一
東
京
弁
護
士
会
、
第
二
東

京
弁
護
士
会
、
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
は

日
午
後
６
〜
８
時
に
東
京
都
世

田
谷
区
北
沢
の
北
沢
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
で
開
く
。
弁
護
士
、
税
理

士
が
被
災
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
る
。
東
京
電
力
へ
の

賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
対
応
す

る
。
事
前
の
申
し
込
み
不
要
。

▼
無
形
民
俗
文
化
財
の
被

災
調
査
‖
民
俗
芸
能
学
会
福
島

調
査
団
が
県
内
で
進
め
て
い

る
。
継
承
者
や
保
存
会
な
ど
の

被
災
情
報
の
提
供
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
調
査
団
本
部
☎
０
２

４
３
（

）
２
９
４
１

▼
震
災
遺
児
修
学
援
助
基
金

の
修
学
資
金
給
付
‖
小
・
中
学

校
、
高
校
、
高
専
、
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
、
大
学
（
短

大
含
む
）
に
在
学
中
で
震
災
で

死
亡
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
父

母
ら
に
養
育
さ
れ
て
い
た
遺
児

が
対

。
給
付
額
は
１
人
年
間

万
２
千
円
で
期
間
は
申
し
込

み
が
あ
っ
た
学
年
か
ら
大
学
４

年
終
了
ま
で
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
大

学
生
ま
で
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
未
就
学
児
は
待
機
児
童

と
し
て
登
録
し
、
小
学
校
入
学

時
か
ら
給
付
す
る
。
申
し
込
み

は
所
定
の
申
込
書
を
そ
ろ
え
て

郵
送
す
る
。
連
絡
先
は
高
速
道

路
交
流
推
進
財
団

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）
７
６
８

６
６
０
（
平
日
午
前
９
時
半
〜

午
後
５
時
半
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ｗ
ｗ
ｗ
ｈ
ｉ
ｇ

ｈ
ｗ
ａ
ｙ
ｏ
ｒ
ｊ
ｐ

国見町

被
災
者
支
援

８
月
末
ま
で
受
け
付
け

東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
と
し
て
町
の
分
譲

地
を
半
額
で
販
売
し
て
い

る
国
見
町
は
、
申
し
込
み

受
け
付
け
を
六
カ
月
延
長

し
、八
月
末
ま
で
と
す
る
。

分
譲
し
て
い
る
の
は
東

北
自
動
車
道
や
公
立
藤
田

総
合
病
院
近
く
に
あ
る

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

国
見
町
板
橋
南
地
区

の

二
十
区
画
。
住
居
が
全
壊

し
た
り
、
自
宅
が
警
戒
区

域
や
特
定
避
難
勧
奨
地
点

に
指
定
さ
れ
た
り
し
た
人

が
対

で
申
し
込
み
締
め

切
り
は
二
月
末
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
八

十
三
〜
百
三
十
九
坪
ま
で

の
区
画
が
あ
り
通
常
九
百

八
十
八
万
〜
千
五
百
七
十

七
万
円
を
四
百
九
十
四
万

〜
七
百
八
十
八
万
円
で
販

売
し
て
い
る
。
既
に
一
件

申
し
込
み
が
あ
り
、
約
四

十
件
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
問
い
合
わ
せ
は
町
企

画
情
報
課

電
話
０
２
４

５
８
５

２
９
２
７
へ
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

文
部
科
学
省
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
設
置
場
所

③

莢莢莢莢

莢莢莢莢

す
ず
か
け
幼
稚
園
、
湯
本
第

一
幼
稚
園
、湯
本
第
三
幼
稚
園
、

磐
崎
幼
稚
園

藤
原
幼
稚
園

江

名
幼
稚
園
、四
倉
第
一
幼
稚
園
、

四
倉
第
二
幼
稚
園
、
四
倉
第
三

幼
稚
園

四
倉
第
四
幼
稚
園

湯

本
第
二
幼
稚
園
、内
町
幼
稚
園
、

高
坂
幼
稚
園
、
宮
幼
稚
園
、
西

小
名
浜
幼
稚
園
、玉
川
幼
稚
園
、

錦
幼
稚
園
、汐
見
が
丘
幼
稚
園
、

い
わ
き
短
期
大
付
属
幼
稚
園
、

平
第
一
幼
稚
園
、
平
第
二
幼
稚

園

九
品
寺
付
属
幼
稚
園

九
品

寺
付
属
平
窪
幼
稚
園
、
錦
星
幼

稚
園

泉
幼
稚
園

遠
野
町
ま
こ

と
幼
稚
園

ま
こ
と
幼
稚
園

入

遠
野
ま
こ
と
幼
稚
園
、
平
幼
稚

園
、
寿
幼
稚
園
、
あ
か
い
幼
稚

園
、
小
川
幼
稚
園
、
金
谷
幼
稚

園
、
千
鳥
幼
稚
園
、
は
な
幼
稚

園

船
戸
幼
稚
園

い
わ
き
海
星

高

さ
か
え
幼
稚
園

ほ
う
と
く

幼
稚
園

神
谷
幼
稚
園

は
る
な

幼
稚
園
、
勿
来
リ
ズ
ム
学
園
幼

稚
園

勿
来
幼
稚
園

郷
ケ
丘
幼

稚
園

明
徳
舘
幼
稚
園

小
名
浜

白
百
合
幼
稚
園
、
勿
来
カ
ト
リ

ッ
ク
幼
稚
園
、
聖
テ
モ
テ
幼
稚

園

清
風
幼
稚
園

平
み
ど
り
幼

稚
園

わ
か
ぎ
幼
稚
園

あ
ざ
み

野
幼
稚
園
、平
一
中
、平
二
中
、

平
三
中

藤
間
中

草
野
中
、
赤

井
中
、湯
本
一
中
、湯
本
二
中
、

磐
崎
中

湯
本
三
中

小
名
浜
一

中

小
名
浜
二
中

泉
中
、
江
名

中

内
郷
一
中

内
郷
二
中
、
内

郷
三
中

植
田
中

錦
中
、
勿
来

一
中

勿
来
二
中

川
部
中
、
上

遠
野
中
、入
遠
野
中
、四
倉
中
、

大
野
中

小
川
中

田
人
中
、
貝

泊
中

好
間
中

永
井
中
、
三
和

中

三
阪
中

差
塩
中

桶
売
中

玉
川
中

中
央
台
北
中

植
田
東

中

中
央
台
南
中

東
日
本
国
際

大
付
属
昌
平
中
・
平
高
、
磐
城

緑
蔭
中
・
磐
城
緑
蔭
高
、
磐
城

高
、
湯
本
高
、
四
倉
高
、
好
間

高
、遠
野
高
、磐
城
桜
が
丘
高
、

平
商
高
、
磐
城
農
高
、
勿
来
工

高
、平
工
高
、い
わ
き
総
合
高
、

小
名
浜
高

勿
来
高

い
わ
き
光

洋
高

い
わ
き
翠
の
杜
高

磐
城

第
一
高
、県
立
聾
学
校
平
分
校
、

平
養
護
学
校
、
い
わ
き
養
護
学

校
、磐
城
共
立
高
等
看
護
学
院
、

田
人
一
小
荷
路
夫
分
校
、
い
わ

き
文
化
服
飾
専
門
学
校
、
磐
城

学
芸
専
門
学
校
、
磐
城
高
等
芸

術
商
科
総
合
学
園
、
松
村
看
護

専
門
学
校
、
い
わ
き
市
医
師
会

付
属
い
わ
き
准
看
護
学
校
、
日

本
太
平
自
動
車
学
校
、
天
上
田

公
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
愛
宕

保
育
園
、
い
わ
き
・
さ
く
ら
ん

ぼ
保
育
園

植
田
保
育
園

梅
香

保
育
園

か
べ
や
保
育
園

さ
か

え
保
育
園
、
さ
く
ら
保
育
園
、

た
か
つ
き
保
育
園
、綴
保
育
所
、

は
と
保
育
園
、み
そ
ら
保
育
園
、

好
間
保
育
所

永
崎
保
育
所

遠

野
保
育
所

下
川
保
育
所

夏
井

保
育
所

菊
田
保
育
所

久
之
浜

保
育
所

宮
保
育
所

玉
露
保
育

所
、錦
保
育
所
、金
山
保
育
園
、

窪
田
保
育
所
、
古
湊
保
育
所
、

御

保
育
所
、
吹
松
公
園
、
高

久
保
育
園
、
高
坂
保
育
所
、
三

阪
保
育
所
、
三
宝
保
育
園
、
三

和
保
育
所
、
山
田
保
育
所
、
四

倉
保
育
所
、
鹿
島
保
育
所
、
若

葉
台
保
育
園
、
草
の
台
公
園
、

渚
保
育
所
、
小
川
保
育
所
、
小

島
保
育
園
、常
磐
第
一
保
育
園
、

常
磐
第
二
保
育
園
、
川
前
保
育

所
、川
部
保
育
所
、泉
保
育
所
、

船
尾
保
育
園
、
大
倉
保
育
園
、

滝
尻
保
育
所
、中
央
台
保
育
園
、

田
人
保
育
所
、
渡
辺
保
育
所
、

東
田
保
育
園
、
白
水
の
ぞ
み
保

育
園
、
白
土
保
育
所
、
錦
中
央

三
丁
目
公
園
、
本
町
保
育
所
、

来
迎
保
育
園
、
梨
花
の
里
保
育

園
、螢
保
育
園
、桶
売
保
育
所
、

永
井
保
育
所
、
磐
城
済
世
会
松

村
幼
児
園（
松
村
総
合
病
院
）、

い
わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売
小
名
浜

中
央
セ
ン
タ
ー
内
託
児
所
、
い

わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売
平
中
央
セ

ン
タ
ー
内
託
児
所
、
い
わ
き
ヤ

ク
ル
ト
販
売
錦
セ
ン
タ
ー
内
託

児
所
、
い
わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売

湯
本
セ
ン
タ
ー
内
託
児
所
、
い

わ
き
幼
児
教
育
研
究
所
付
属
の

び
の
び
園
、鎌
田
こ
ど
も
の

、

く
ほ
ん
じ
ひ
ら
く
ぼ
保
育
園
、

く
ほ
ん
じ
保
育
園
、
子
供
の
部

屋
保
育
園
、
社
団
養
生
会
託
児

所
バ
ン
ビ
（
か
し
ま
病
院
）
、

し
ら
か
ば
保
育
園
、
市
立
総
合

磐
城
共
立
病
院
内
保
育
所
、
全

労
災
福
島
支
部
あ
ゆ
み
保
育
園

（
労
災
病
院
）、
西
郷
保
育
園
、

乳
幼
児
の
部
屋
ま
み
い
、
ひ
な

た
保
育
園
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ッ

ズ
、ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
わ
た
な
べ
、

い
わ
き
育
英
舎
、
浜
児
童
相
談

所
、
内
郷
児
童
館
、
小
名
浜
児

童
セ
ン
タ
ー
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ひ

ろ
ば
、
丹
後
沢
公
園
、
東
田
中

央
公
園
、
ア
ト
リ
エ
ハ
ウ
ス
児

童
ク
ラ
ブ
、
勿
来
幼
稚
園
小
学

生
ク
ラ
ブ
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
キ
ッ

ズ
学
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
ク
ラ
ブ

セ
リ
オ
ス
遊
学
館
、
ひ
ま
わ
り

内
郷
児
童
ク
ラ
ブ
、
む
つ
み
保

育
所
、
学
童
よ
し
だ
、
福
島
整

肢
療
護
園
、
い
わ
き
病
院
、
キ

ッ
ズ
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
泉
、
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
わ
く
わ
く
、
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ち
ゃ
ー
む

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

下郷・南会津：牧草 １番草
81 140

下郷・南会津：牧草 ２番草
検出せず 検出せず
＜15 ＜13

下郷・南会津：牧草 ２番草
35 39

下郷・南会津：牧草 ２番草
40 54

下郷・南会津：牧草 ３番草
31 43

只見・南会津：牧草 １番草
83 120

只見・南会津：牧草 ２番草
140 190

郡山・西部：牧草 ３番草 96 140
郡山・西部：牧草 ３番草 130 150
郡山・西部：牧草 ３番草 67 140
郡山・西部：牧草 ３番草 29 25
郡山・西部：牧草 ３番草 31 33
郡山・西部：牧草 ３番草 430 590
郡山・西部：牧草 ３番草 1800 2400
郡山・西部：牧草 ３番草 420 620
郡山・西部：牧草 ３番草 64 86
猪苗代・南部：牧草 ２番草

250 340
猪苗代・南部：牧草 ２番草

790 1100
猪苗代・南部：牧草 ２番草

530 750
猪苗代・南部：牧草 ２番草

87 140
猪苗代・南部：牧草 ２番草

44 56
猪苗代・南部：牧草 ２番草

250 310

猪苗代・南部：牧草 ２番草
74 83

猪苗代・南部：牧草 ３番草
470 570

猪苗代・南部：牧草 ３番草
350 470

猪苗代・南部：牧草 ３番草
130 160

猪苗代・南部：牧草 ３番草
41 44

金山・会津北西部：牧草 ３番草
89 140

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
150 200

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
検出せず 検出せず
＜14 ＜95

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
150 220

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
1400 2000

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
140 200

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
540 730

喜多方・会津北西部：牧草 １番草
210 290

喜多方・会津北西部：牧草 ２番草
検出せず 検出せず
＜15 ＜16

喜多方・会津北西部：牧草 ２番草
25 21

喜多方・会津北西部：牧草 ２番草
150 210

中島・西白河郡東部：牧草 ３番草
360 540

中島・西白河郡東部：牧草 ３番草
1500 2000

矢吹・西白河郡東部：牧草 ３番草
170 250

いわき・北部：飼料用トウモロコシ
36 63

いわき・北部：飼料用トウモロコシ
検出せず 検出せず
＜20 ＜16

いわき・北部：飼料用トウモロコシ
〃 ＜12 〃 ＜13

いわき・中部：飼料用トウモロコシ
26 32

いわき・中部：飼料用トウモロコシ
検出せず 14
＜12

いわき・中部：飼料用トウモロコシ
〃 ＜14 19

郡山・旧大槻町：稲わら 89 120
郡山・旧大槻町：稲わら 検出せず 検出せず

＜17 ＜15
郡山・旧大槻町：稲わら 220 310
郡山・旧喜久田町：稲わら 20 28
郡山・旧喜久田町：稲わら 130 160
郡山・旧喜久田町：稲わら 31 41
郡山・旧日和田町：稲わら 65 95
郡山・旧日和田町：稲わら 34 39
郡山・旧日和田町：稲わら 28 43
郡山・旧富久山町：稲わら検出せず 16

＜17
郡山・旧富久山町：稲わら 22 28
郡山・旧逢隈村：稲わら 検出せず 22

＜20
郡山・旧逢隈村：稲わら 〃 ＜21 44
郡山・旧逢隈村：稲わら 30 47
いわき・旧豊間町：稲わら 130 170
いわき・旧豊間町：稲わら 30 35
いわき・旧勿来町：稲わら 16 検出せず

＜16
いわき・旧勿来町：稲わら 110 130
いわき・旧勿来町：稲わら検出せず 24

＜15
いわき・旧箕輪村：稲わら〃 ＜18 検出せず

＜17
いわき・旧箕輪村：稲わら 28 36
いわき・旧箕輪村：稲わら 28 48
いわき・旧好間町：稲わら 23 45
いわき・旧好間町：稲わら 65 92
いわき・旧好間町：稲わら 69 88
郡山・旧日和田町：稲発酵粗飼料

43 49
郡山・旧日和田町：稲発酵粗飼料

51 56
郡山・旧日和田町：稲発酵粗飼料

検出せず 検出せず
＜19 ＜18

郡山・旧高野村：稲発酵粗飼料
210 290

【牛用飼料作物】
※右端の数値は水分 ％補正値。暫定許容値は放射性
セシウム134137の合算100 。粗飼料の暫定許容
値は水分 ％で判断するため、水分 ％の値に補正。

※単位は１㌔当たりのベクレル。左の数値はセシウム134、
右はセシウム137。「＜」の右側の数値は検出下限値。
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蓂
蓂

蓁
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17

22

17

49

79
79
70
67
13
22
280
966
296
33

195

510

367

74

41

212

37

544

234

113

46

64

79

86

774

78

288

115

11

82

203

792

140

61

29

8

10
48

120
11
66
16
36
17
16
4

11
5

10
18
68
15
4

55
5

15
17
15
36
36

31

26

129

【牛肉】
※食品衛生法の暫定基準値は
放射性セシウム（134137
の合算500 。

石川 検出せず 検出せず
＜97 ＜85

石川 〃 ＜95 〃 ＜70
石川 〃 ＜82 〃 ＜58
石川 〃 ＜76 〃 ＜74
石川 〃 ＜85 〃 ＜76
石川 〃 ＜12 〃 ＜91
石川 〃 ＜72 〃 ＜65
石川 〃 ＜86 〃 ＜78
白河 13 16
白河 79 10
白河 検出せず 12

＜91
白河 〃 ＜83 検出せず

＜73
白河 〃 ＜87 18
白河 〃 ＜80 83
白河 〃 ＜78 検出せず

＜85
浅川 〃 ＜75 〃 ＜79
浅川 〃 ＜83 〃 ＜74
浅川 〃 ＜86 〃 ＜63
浅川 〃 ＜87 〃 ＜81
浅川 〃 ＜94 〃 ＜85
浅川 11 12
浅川 検出せず 検出せず

＜81 ＜82
浅川 21 31
浅川 33 38
浅川 18 19
浅川 13 19
石川 検出せず 検出せず

＜10 ＜80
石川 〃 ＜89 〃 ＜79
大玉 〃 ＜68 〃 ＜74
大玉 〃 ＜81 〃 ＜66
大玉 〃 ＜95 〃 ＜81
大玉 〃 ＜79 〃 ＜81
大玉 〃 ＜10 〃 ＜76
郡山 〃 ＜81 〃 ＜67
大玉 〃 ＜81 〃 ＜84
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蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

牛
肉
は
基
準
下
回
る

県
は
二
十
三
日
、
牛
肉
の

放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
を

【
表
】
の
通
り
発
表
し
た
。

五
市
町
村
の
農

六
戸
で
生

産
さ
れ
た
三
十
五
頭
を
調

べ
、
い
ず
れ
も
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
検
出
下
限
値
未
満

か
、
食
品
衛
生
法
の
暫
定
基

準
値
（
一
㌔
当
た
り
五
〇
〇

）
を
下
回
っ
た
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出

さ
れ
た
の
は
十
頭
で
、
最
大

値
は
浅
川
町
の
一
頭
か
ら
検

出
さ
れ
た
一
㌔
当
た
り
七
一

だ
っ
た
。
放
射
性
ヨ
ウ
素

は
全
て
検
出
下
限
値
未
満
だ

っ
た
。

一
方
、
十
三
日
か
ら
二
十

一
日
に
か
け
て
県
外
で
食
肉

処
理
さ
れ
た
四
十
三
頭
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
全
て
検
出

下
限
値
未
満
だ
っ
た
。

野
菜
は
下
限
値
未
満

県
は
二
十
三
日
、
八
市
町

村
の
野
菜
二
十
一
点
の
放

射
性
物
質
の
検
査
結
果
を

発
表
し
た
。
い
ず
れ
も
放
射

性
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
と
も

に
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。検

査
し
た
品
目
は
次
の
通

り
。▽

会
津
若
松
‖
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ（
施
設
）、
ネ
ギ
、
カ
ブ
（
施

設
）
▽
い
わ
き
‖
シ
ュ
ン
ギ
ク

（
施
設
）
、
ネ
ギ
▽
喜
多
方
‖

コ
マ
ツ
ナ
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
い

ず
れ
も
施
設
）
▽
相
馬
‖
ア
イ

ス
プ
ラ
ン
ト
（
施
設
）
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
▽
田
村

‖
フ
キ
ノ
ト
ウ
▽
南
相
馬
‖
ツ

ボ
ミ
ナ
、
ナ
バ
ナ
、
レ
タ
ス
、

カ
ブ
（
い
ず
れ
も
施
設
）
ニ
ン

ジ
ン
、
バ
レ
イ
シ
ョ
▽
西
会
津

‖
コ
マ
ツ
ナ
、シ
ュ
ン
ギ
ク（
い

ず
れ
も
施
設
）
▽
小
野
‖
コ
マ

ツ
ナ
（
施
設
）

県
は
二
十
三
日
、
牛
用
飼

料
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
暫

定
許
容
値
が
一
㌔
当
た
り
一

〇
〇

に
厳
格
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
再
調
査
の
結
果
を

【
表
】
の
通
り
発
表
し
た
。

牧
草
は
郡
山
西
部
（
三
番

草

猪
苗
代
南
部
（
二
〜
三

番
草

会
津
北
西
部
（
一
番

草

西
白
河
郡
東
部
（
三
番

草

稲
わ
ら
は
郡
山
市
の
旧

大
槻
町
、
稲
発
酵
粗
飼
料
は

郡
山
市
の
旧
高
野
村
で
暫
定

許
容
値
を
超
え
、
県
は
関
係

者
に
給
与
自
粛
を
求
め
た
。

今
回
は
平
成
二
十
三
年
産

の
牧
草
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
稲
わ
ら
、
稲
発
酵
粗

飼
料
の
計
七
十
六
点
を
調
べ

た
。
給
与
自
粛
以
外
の
地
域

は
使
用
で
き
る
。

再
調
査
は
三
月
中
旬
ま

で
、
約
六
百
点
を
分
析
す
る
。

全
作
物
と
も
昨
年
の
調
査
で

既
に
一
〇
〇

を
超
え
て
い

た
地
域
は
使
用
自
粛
と
し
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
一
地
域

当
た
り
三
点
以
上
の
再
調
査

で
一
点
で
も
一
〇
〇

を
超

え
れ
ば
自
粛
と
す
る
。

牛

用

飼

料

作

物

放
射
性
物
質
再
調
査

牧
草
な
ど
許
容
値
超

▶ ◀

故
郷
・
山
木
屋
の
湧
き
水
求
め 広野アヤコさんが倒れる前にくんだ の前

の引き水＝１月 日、川俣町山木屋地区

最
期
に
望
ん
だ
の
は
、
近

く
て
遠
い
、
わ
が

の
水
だ

っ
た
。

大
規
模
な
養
蚕
農

が
今

も
残
る
、
川
俣
町
。
そ
の
一

画
、
標
高
約
六
百
㍍
の
山
木

屋
地
区
で
、
終
戦
直
後
ま
で

養
蚕
を
営
ん
で
い
た
農

広

野
ア
ヤ
コ
八
七
は
昨
年
五

月
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
た
め
、
生
ま
れ
て

初
め
て
山
を
離
れ
た
。

さ
ほ
ど
遠
く
な
い
町
内
の

仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
た

十
一
月
、
一
時
帰
宅
で

の

前
の
湧
き
水
を
く
む
と
倒

れ
、
そ
の
ま
ま
逝
っ
た
。

す
ぐ
近
く
に
、
水
を
一
杯

に
詰
め
た
二
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
落
ち
て
い
た
。
朝
に

は
め
ま
い
を
訴
え
て
い
た
か

ら
、
夫
八
八
が

の
中
に
い

る
よ
う
言
っ
た
の
に
。
「
仮

設
で
飲
み
た
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
」
と
、
誰
も
が
言
う
。

ア
ヤ
コ
は
二
日
に
一
回
、

夫
と
一
時
帰
宅
を
続
け
て
い

た
。「
気
持
ち
の
優
し
い
人
」

と
周
囲
の
人
望
が
厚
く
、
昔

か
ら
地
元
の
女
性
た
ち
の
ま

と
め
役
だ
っ
た
。
い
つ
も
は

黙
っ
て
夫
を
立
て
る
の
に
、

そ
の
日
は
違
っ
た
。

仮
設
で
の
朝
食
時
、
夫
が

昨
日
行
っ
た
か
ら
今
日
は

行
か
ね
べ

と
言
う
と

納
得

し
た
よ
う
に
黙
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
三
十
分
後

な
ぜ

か
ア
ヤ
コ
は
出
発
時
間
を
尋

ね
た

夫
が
受
け
流
し
て
も

三
回
も
聞
く

結
局

二
人
は

車
で

に
向
か
っ
た

山
木
屋
は
い
つ
も
風
が
吹

き
抜
け
て
い
る
よ
う
な
、
山

上
の
高
原
だ
。
町
か
ら
続
く

細
い
道
を
上
り
切
っ
た
と
こ

ろ
で
視
界
が
開
け
る
。
水
道

は
通
ら
ず
、
山
の
湧
き
水
や

沢
の
水
が
生
活
を
潤
し
て
き

た
。
高
原
ゆ
え
の
霜
の
害
で

養
蚕
は
早
く
に
廃
れ
た
が
、

ア
ヤ
コ
は
コ
ス
モ
ス
に
ダ
リ

ア
と
、
風
に
揺
れ
る
花
々
の

手
入
れ
を
愛
し
た
。

昨
年
の
初
夏
が
近
づ
く
こ

ろ
、
町
で
山
木
屋
だ
け
が
避

難
区
域
と
な
っ
た
。
ア
ヤ
コ

の
い
た
狭
い
仮
設
は
、

か

ら
車
で
十
数
分
し
か
離
れ
て

い
な
い
。

何
度
か
山
木
屋
の
水
を
持

ち
帰
り
、
仮
設
で
飲
ん
だ
。

最
初
は
夫
に
頼
み
、
二
十
㍑

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
ケ
ツ

で
持
ち
込
ん
だ
。
次
は
二
㍑

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
。
夫
に

は
十
五
分
間
煮
沸
し
た
水
道

水
で
い
れ
た
お
茶
を
出
し
た

が
、
自
分
は
山
木
屋
の
水
を

湯
飲
み
茶
わ
ん
に
そ
の
ま
ま

入
れ
て
「
や
っ
ぱ
り

の
水

は
う
ま
い
」
と
言
っ
た
。

山
の
引
き
水
の
放
射
線
量

ま
で
、
国
の
調
査
は
行
き
届

か
な
い
。
県
の
担
当
者
は
昨

秋
、「
可
能
性
は
低
く
て
も
、

セ
シ
ウ
ム
を
含
む
土
壌
が
混

入
し
て
い
な
い
か
、
検
査
し

て
み
た
方
が
い
い
」
と
、
も

ら
し
た
。
で
も
、
役
場
に
持

ち
込
め
ば
簡
易
検
査
が
で
き

る
こ
と
は
、
夫
も
最
近
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
。

晩
秋
の
昼
前
、
実

に
残

っ
て
い
た
ア
ヤ
コ
の
息
子

五
九
は
「
水
く
み
さ
行
っ
て

く
る
」
と
い
う
母
の
最
後
の

言
葉
を
聞
い
た
。
細
く
な
っ

た
指
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
を
き
っ
ち
り
と
閉
め
、

に
数
歩
向
か
う
と
脳

塞
で

倒
れ
た
。
夫
も
息
子
も
「
（
死

期
を
悟
っ
た
上
で
の
）
死
に

水
だ
」
と
言
う
。
古
里
に
帰

れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

（
敬
称
略
、
共
同

渡
辺
さ

く
ら
）
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　.（１９）　.（１９）


